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苫小牧市立青翔中学校長 杉 本 昌 史
吹く風の涼しさに北国の短い夏も終わりを感じるこのごろです。今年の夏休みは、「猛暑日・真
夏日」や「熱中症に注意ください」といった、北海道であまりなじみのないことが、新聞や
テレビで毎日のように報道されていたように思います。しかし、校舎内には再び、２５日間の
夏休みを終え、子どもたちの元気な声が響いています。
私は第２学期の始業式で、子どもたちへ「２学期は、中学校生活を充実させる学期です。自分の得

意とするところを大いに発揮してください。目標をしっかり定め、一日一日を大切にし、思いやりの
心を持ち、当たり前のことを当たり前にできる生徒、学校になってほしい。」と話しをいたしました。
その中にあって、特に「学校祭」は、一人ひとりに出番があって、一人ひとりがかけがえのない存

在であり、学級・学年の力が試され、問われると思います。１年生は初めての学校祭です。今の１年
生には潜在的に大きな力が感じられます。２年生は昨年の学校祭での反省を生かし、大きく飛躍が期
待できます。３年生は１、２年生のお手本として最上級生にふさわしい実力を発揮するでしょう。
９月１２日(木)・13日(金)、第１１回学校祭は、多数の方々にご来校の上、青翔中学校の生徒の取

組・姿を実感していただきますよう、お願い申し上げます。
あわせて、２学期は、学習に力を入れた生活を送らせたいとも思います。一時間の授業を真剣勝負

で取り組む姿勢、家庭での学習の大切さ（とまこまい学びの３か条）など、当たり前に実行されるこ
とを期待します。
そのためには、健康であることの大切さを理解し、健康であることに感謝することです。丈夫な身

体と豊かな心を持つ、自分自身の命を大切にして、大いに力を発揮してほしいものです。難しいこと
は言いません。基礎・基本をしっかり学ぶという当たり前のことを当たり前に行い、疲れを感じたら
心や身体を休めるという間を取る、そうすることで次のやる気や意欲が生まれます。
一年の時の流れは着実に進んでいます。特に３年生にとっては、進路実現に向け、中学校生活のカ

ウントダウンがはじまります。一日一日を大切に学校生活を過ごしてもらいたいものです。１．２年
生は、生徒会活動など、後期から３年生に取って代わって学校の中心となって活動してほしいものです。
終わりになりますが、今学期も、保護者・校下地域の皆様には、生徒が明るく学校生活を送れるよ

う、本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。

＜全道大会以外の青翔中生の活躍＞
○吹奏楽部 日胆地区吹奏楽コンクール 銀賞
○合 唱 部 ＮＨＫ学校音楽コンクール 銅賞

○女子卓球部 ○陸上部
団体 第３位 → 全国大会出場（滋賀県） 男子 4× 100mリレー予選敗退

※予選リーグ敗退 男子個人 100m 予選、準決勝敗退
○男子バレー部 ○バドミントン部

予選ブロック戦 敗退 ２回戦敗退
○剣道部 ○柔道部

第３位 個人 81kg級 ２回戦敗退
○器械体操部

男子一部 個人総合３２位
女子二部 個人総合２４位



７月６日（土）には拓勇西町内会夏祭、７月２８日（日）には拓勇東町内会夏祭及び新開・明野元
町町内会夏祭が開催されました。毎年、各町内会長様のご厚意により、本校生徒の活躍の場を提供い
ただいております。地域の皆様に支えていただきながら、多くの生徒がボランティアとして祭運営に
携わっています。今年も「（生徒たちは）よくがんばってくれている。」とお褒めの言葉をいただき
ました。働くことの大切さや大変さを感じたり、地域の方々とのつながりを大切にしたりすることで、
家庭と地域及び学校が協力して子どもたちを見守り、育てていくコミュニティーづくりの一つとなっ
ています。

夏休み中に行われました「苫小牧市中学生広島派遣事業」に、本校から柴田君が参加しました。始業
式後に全校生徒に向け、今回の派遣についての報告会を行いました。世界唯一の原爆被爆国として、
平和について真剣に考え、原爆や戦争の悲惨さを後世に伝えていかなければならない責任を改めて感
じた報告会でした。
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熱
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近
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が
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。
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な
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も
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な
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め
に
私
た
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は
こ
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か
ら
何
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
回
で
紹
介
し
き
れ
な
か
っ
た
被
爆
者
の
岩
田
さ
ん

の
お
話
な
ど
を
後
日
生
徒
会
便
り
で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
そ

ち
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


